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凡 伊リ

1 .本書は、昭和57年度において尖絡した製材所建設工事にかかる開発行為に伴う戸津古

索跡群の発以調査概鰍である。

2.調査は昭如57年度国宝重要文化財等保存寄付市事業費補助金/えぴ石川県の忠雄文化財保

存事業補助金の交付を受けて、小松市教育委民会が事業主体となり実施した。

調3長年度及び担当者は以下のとおりである。

昭如56年度 第I次調公詳細分布調合i 小村茂也下キ夫久生秀樹

同 第 II次調~ A地区調脊 小村茂宮下幸夫久生努樹

昭和57年度 第!日次調設 B地区制査 小村茂宮下幸失久生秀樹

ji I・嵐正登

3.調査にあたっては、地主上回喜義、谷本伊一郎の両氏j立び(附津川;建設の協力を得た。

記して感謝の意を表したい。

4.調査の実施及び概要報告脅:の作成にあたっては、石川県教育委員会文化謀及び石川県

立埋蔵文化財センターの指導を得るとともに、以下の方々の絶大な御協力と御指導を刊-

た。記して謝意を表したい。

井上喜久男上野与一小野正敏久楽普通小嶋労ギ:小森秀三斎藤孝正

桜井甚一回品明人間嶋正和田中!限久樋崎彰一服部敬史僑本滋夫

浜岡賢太郎東泰三三上次男水野九右衛門谷内尾普司湯尻修ム14747岡康暢

泌辺A幸 愛知県陶磁資料館 名古反大学巧古学研究室 奈良国立文化財併究所

稲井県陶峨資料館

5.本書は小村、宮下、久生の協議のもとに主に小村がとりまとめた。函!坂および写真樹

議長は主に久生、 ji十嵐があたった。
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第 1図 i章跡の位置

表~l写Ä 遺跡上空からみた南加伐の丘陵と周辺地形
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I 遺跡の位置と周辺の遺跡

石川県の加lH地域は白山大汝曲全に源を発し、美川で日本Ulj;に注ぐ石川県最大の河川であ

る手取川により北加賀と南加賀に分けられる。いわゆる南加白地域は聞に日本海、東に白

山前山地慌を形成する能美 .iJ~沼丘陵にはさまれた狭延な地域で、南西で悩井県に接した

江沼盆地と、これに連続して東北hに I.i..~がる能美平聖fからなっている 。 この江沼盆J也と能

美平野の中間位置に加賀三湖 (現夜、木場i~~ ・ 柴山潟の一部が銭っている。) とこれによ

って形成された潟鹿横平野が広がり、束i*iを向山前山地帯と境を核し、いたるところてγl、

谷を形成している。3長i新民泉は矢田野町付近から東南方に伸びる奥深い谷の中程にあ 1)、

今回の調盆対象となった遣跡は梁j料品東より両方に入り込む一文字干の中程、 戸津町からニ

ッ梨町に奄る県道に閉口するノj、支谷の東南斜凶1に{立前し、石川県小松市戸津町ヨの音1¥に所

在する。

白山前山地'市に平行して iLl(j盆地と能美平野を貰いて{IIIびる国道八号線と莱i~1松山地溝

帯に沿って、書長津町より那谷町を通り山代に至る県道印波合・山代総にはさまれた穂高約

45m前後のft.¥;丘陵には古墳時代の須恵器祭跡を始めとして、地愉楽跡 ・土師器黙;跡1ft..ぴ資

総窯跡と多数の製鉄土il:があり、これらを総称して南j)lI賀市雲足跡群と呼称している。

戸i1':古祭跡群が所杭する戸i本町とその周辺には奈良時代及び平安時代の祭跡が'i'I'，'集して

いるI也被であるが、最;!i古境時代に遡る祭跡が発見されたことや土師器祭湖、が集中分布す

ることが判明したため、重要性について再確認する必要にせまられている。また近年の分

布調査では本iげを越えた標高100m級の山~.みが述なる小谷においても室町時代に下る祭

器禁が発見されており、南J)II貨占2足跡itfについて併検討しなければならない。(久 生)
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第 2図 周辺の主要遺跡 l戸津古窯跡事宇 Z林

1片窯跡群 3ニ ッ梨一貫山古予言跡群 4林八幡

神社経塚 5戸i傘5号祭跡 6戸市本蓮寺跡

7ft・口神社裂鉄跡 8牧口中世長跡 9西荒谷

カマンダニ古2足跡、群 10豆岡山 l号楽跡 11豆

向山II'J古楽跡併 12殿様池i'i窯跡群 13二ッ烈

占祭跡群 14荒谷サンマイ谷古窯跡 15中村古

墳 16矢田野遺跡 17狐旗塚古墳 18矢田新遺

跡 19矢田新丸山古境 2011襲名山積群 21打越

弥生遺跡 22打越縄文遺跡 23箱宮古窯跡群 V 込

24分校古墳群 25荒谷古窯跡 26奥谷古言葉跡若干

271}fi谷 l号黛跡 28小天二七谷古祭跡iry，29大天
下谷-l'i窯湖、j洋 30カミヤ古窯跡、.l.lf. 31郎谷遺跡、

32那谷堤遺跡 33JA谷タタラ跡 341J1i谷桃の木

山 l 号禦跡 35JJf~谷琴平山 íJ'i熊跡群 36分校占

祭跡群 37栄符Aj遺跡 38栄谷丸山凸，-.lfU作 39 

栄谷B遺跡

2.南加賀古窯E赤群周辺の地形

3.戸津5号窯跡全景
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II 調査の経緯

本調査の/jj;:j刈は、市街地にあった製材

I~í が公害勧告を受け、その改持策として

ノド註j~足跡:鮮の所有する丘陵を開発し製材

所を挫設しようとするものである。しか

し開発が具体化し実行の遥びとなった|時

点でも小松市教行委員会にはま ったく協

議もなされず、開発行為許可の仮申請すら協議されることなく市当局を通過してしま った。

したがってかかる開発行為を察知lしたのはま った〈偶然であって、この事態を重視した小

松市教育委員会では事業者と折衡し、戸i=l!占窯跡群の取り級いについて協議した。その結

来、工事の続行を中止するとともに詳細分市調査を実施した後に戸羽生協議することとした。

詳細分布調査は昭和56年4月24臼より同年 5月14日の延15日間を充て、工事計仰i区域内

に試J.J:lli韓を設定して実施したが、 i立構の隊認~，ま須忠器実跡が4基と器片足烹跡 1i築であった。

この結果・をもとに小松市教育委員会では、法跡の保護について半業者と阿佐協議した。し

かし事業者は工事計画区域の変更が極めて凶弾lt.であり 、すで'に土地の契約関係が成立して

いる理l上lで工事の統行を要望してきた。そして_l$計画を察知lする以前にすでに削ヤーされ

た烹跡と周辺に露呈している土自li穏祭跡の保存調在を原凶省負担により昭和5611'-5月23日

から 7月118まで実地した。調子Eの結果は士制i6N:熊跡8)，~と資総然跡 u去及び炭窯と忠わ

れる遺精lヶ所が検出された。その後、.J4三にわたり遺跡の似存について事業者と折衡し

たが、現状でのiti;跡の保存が阿世!~と なり記録保存もやむをえないという結論に達したため、

昭和57年度より 3ヶ年に円り本調在を実施することになった。

発幼"調査は昭和57年5月6日より問年9月30日までの}Ul聞とし、小松市教育委民会が調

宜主体となり実施することとした。
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III 遺構と遺物

1. 遺構

A 地区(昭和56年度調査)及びB地区(昭和57年度調査)で確認された遺構は、須恵総

祭跡10基、土師器禁制'16娘及び資総系祭跡1);じであった。A地区では 8基の土削i器祭跡を

検出したが、昭和20年代に斜面裾が住宅造成のためl'jlJギされたので、祭跡の実数は不明で

ある。他に南側斜阪において資器系窯跡(力11賀凸黛跡)Uき及び炭窯状遺構l悲を確認し

ている。

Bj也医では斜面下方の緩傾斜地で7基の土師器窯跡、斜面上万においてはぽ乎行して築

窯された須恵器楽幼;10~告を時五Zしたが、この付近も過去において果樹闘の闘霊長があり、ひ

どく地形が変形していて窯跡の詳細な分布状況等は不明である(第10図)。，.. 
戸津15号察跡 検出された土師総祭跡のなか

}て¥唯一の;煙道を有する然湖、である。祭休lま主

軸方位をほぼ策にとり、 2.4m X 2 mの桁円形

の平陶ブ。ランを呈し、楽Jボをほぼ水'fに構築し

ている。煙道は長さ 2.2m、rll0.6 mて¥主主主

栴h線よりやや布寄りに設けられている o 1.米自.は

窯{本より約 1m程が水平になっており、さらに

約43度の勾配で地卜.へのひゅている。Wtl子より考唱

えると煙道は操業中に設けられたことが理解で

きるが、これ自体がさ冬休である可能性も否定で

きない (第4図、 lj:真 5)。

戸津16号察跡 15号祭跡、の下}jに隣桜して構

築された祭で、千両形iま2.5mXl.96mの桁同

形に近い。祭床は水平で、、窯壁lま奥壁が日さ約

50cm を伐しており、~下 Jiが14fjn し ている 。 他

のJ_:r.m株主足跡もこれにはばjfrい形状をも ってい
る(第4図)。

戸津17号案跡 乎田形は1.93 m X 2.12 mの附

丸h形である。楽壁のi立冶:状態は良好で・あり、

奥壁の立Jてりは約75cm を ~ Iーる ( 写実; 6 )。

戸津18号窯跡 17号言葉の 1"}j'こ構築された紫

で、 1.8m X 1.35mのやや不柊形な民精円形の

4.昭和57年度B地区調査風景

5.戸津15号穣跡全景

6.戸津17号・ 18-i号窯跡全景
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'1;:耐フランをもっている(り兵6) 

戸津19号耳障跡 1.5 mX 0.9 mの隅丸方形の・l'耐プランをもっている。|剥銚時に削・l'さ

れたため、 Mのj賞作状態がわるい(万長7)。

戸津20号線跡 2.25m X1.53mの術円の予duプランをもっている， .セ床はほぼ水子であ

るが、 4部峨峨されているため全容は不明である。壁は窯上'1':に遺作していたが奥岐で尚

さ32cmを，，1'測した。諜l付より黒色処..E'J1ーした土師6.-.fJ宛.flJLカ(:I'r1:している(都3凶、万点8)。

戸津2l号線跡 17 ~J然と 19号祭との中間位置に構築された:窯であるが、党床の ・m~ (焼

1'.lfll )会{i'(t'認したたけで潔14>:の詳細I.t.不明である。

戸津22号線跡 19号烹の1r:f hに位置する十郎i総烹湖、で泊る。:令内の焼十.がほとんど争IJ

必していたため、 ~frïl り Ji だけを残しているように見える (ηJ~.9 )。

戸津23号棟跡 iVl.j1"f.がi並反した結娘、 2:J走の祭休が検出されたため I-.)iの然跡を I号窯

跡、 ドJi:慢をIl1，).焚跡として区別した。 I号策跡は2.4m X 2.5 m で、平岡Jf~はヂ終J~3な

形状をy:.する。 II号究跡、{ま紋大IIJ2.54mて¥奥行は削平mのため現イd毛1.4mを伐すだけ
であった。 l末的ifばi斜はIU-窯跡がほぼ水τr・であったが、 n1)'窯跡がが:J9伎の勾配をもって

いた PJnJO)。

戸津26号窯跡 2.5 m X 1. 57mの指円形のブ'ランをもっ。床耐傾斜は約 9J~である。喰

は傾斜JfJ ゃ形~)\かイミ11) ・で、構築時の粗雑さが窮える。

戸津27号線跡 2.27m X 1.56mの!l!l'楕円形を呈する。:繁壁は烹上下に桃築されている

が、かなり削ギされているため烹体の詳細目立不明である(写真12)

戸津32号線跡 よMi~i::窯跡のなかで最も高所に依託し、戸i!t30 1)':匁跡 (~tl}Y. ?i::~跡)の

④ 

A 
A 

。 111 

F
喝
h
.
h
由
国

L_u 

丈一一一
17. 7~"， 

第3図戸津20号窯跡実測図
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)1( 1.(，(に構築された烹てある。Ir:JI両日雪上日11に

わずかに祭壁を伐すが、場I!リ)jがよ自flir，器祭1M;

にJCj凶するところから一応 j'.印Ii~iì:兜にう〉矧し

た {写s13)c

以上、十.師総烹跡について略述したが、戸

Hn5号窯跡だけが燈追をイiする特異な窯構造

を抹閉しており、 i'.自fli?，::::然を与えるトーにおい

て今後の検討課題て'ある。

次にm忠~:;:烹跡について慨吹:を記すことに

するが、ここて"，{，す潟跡のすべては、 H日制57

1FI支凋脊.で維認した:定跡トであることと付記し

ておく 。

戸津24号窯跡 完全i長8.6m、紋大'11:j:~黒

川より 3.2m焚円へ反った地点で約2.1mを

~I・ 1;> 0 I日リ喰下}jにli1j1*(Jl:km、泌さ 19cmの構

がめぐっており、焚11十JA:の槻 1)込みを通 リ、

)1</);(へ約8.3mおれ、ている。 卜ド.古剖部114川1む仰mX50伽cm凧、

l上:古市部115日lc仰mX5別4c仰mの蝶i迫ιカがぜ勺吋"点't:，1 
る 窯床陶而j(はま炎11よ'リ)1.2 mまて咽吟幸〈句J4 J皮支の勾

配てで，絞〈ド降し、さらに約191支の傾斜で窯尻

に不.っている (第 5問、 "j:!'06)。

戸津2臼5号窯E跡亦 2剖4りJ

1れLた:兜宅跡である。完全長約5.2rn で、窯J)~ よ

リ2.2m焚U寄りで'M:大1111.5 mを計る。 9d
lぷI(，iの傾斜は焚Hより約19/.立でド降し、 1.6 
m地点から勾配を転して約:m主で窯IAに烹っ
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7.戸津19号線E務会景
8.戸津20号線跡会最

9.戸津22号線跡全景

10，戸津23号線跡全景

1 1.戸津26~号撫跡全景



12.戸津27号穣跡全景 14.戸津40号察跡全景

13.戸津32号策跡全景 15.戸津41号窯跡全景

っている。燃焼部及び焚nは、 FE体主軸よりわずかに左に折れている(写真16)。

戸津28号窯跡 窯会長3.2m、最-大rlJは焚口より3.4mの地点で約 2mを計る。窯尻より

3.3mに天井部が造存していたので、窯jぶより高さ1.2mを計測することができた。さらに

壁下に巾平均約13cm、深さ16cmの溝がめぐっており、焼成部中央に設けられていた舟底状

ピットとともに奈良時代の祭.跡に共通している。煙道は下端42cmX43cm、上端6()cmX4()cm

でほぼ垂直に立上っている。床面は焚口より1.1mまで約 7度で緩〈下降し、あとは約16

1主の勾配で上弁し黛尻に至っている(写真17)。

戸津29号黛跡 祭全長 6.5mで¥焚口より約 4.3mの地点で故大けJ1.4mを計る。窯床

の勾配は焚口より 131支で下降し、焚口より 3.5mの地点から約30/jtで上昇・している。燃焼部

で高さ6()cm、巾64cmと狭くなっているが、焼成部では急激に高さやrlJが増している(:手真
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16.戸津24号 ・25号織跡全景

17.戸津28号軍事E窓会跡

18)。

戸津30号線跡 29号突に平行して築窯.されて

おり、窯附mや脱棋は29~J'~足跡に j[i:~、数怖をぶ

している。:対令l三は 8mで、最-大川1は炎11より

彩Hmの地点て"1.85mであった。床l而傾斜[f)は

焚口よ 1)燃焼却にかけて約5J支で綬〈ド降し、

祭庇よ。)3.5 mの地点から上昇し約30J支の勾配

で賢建尻にj主している。燃焼部に数I主の修復が認

められた PHt.l9)。

戸津31号線跡 窯体先端が問 '~のため川リ取

られており、京体現存長8.8mを践していた。

祭最大11Iは焼成ì~11中央H近で1.8m 、焚urll約

1 m。燃焼却及び焼成部に天井が伐存しておリ

烹の全体胤脱が推測できる。燃焼部両0.6m、

焼成部ρj1.24m.窯川Jの傾斜は焚口で181変であ

り、焚LI付近が九tもi来〈 、ここ より約261支の勾

配で:安川に続いている。焼成部寸小'央4右:)1峨校にカか‘な

}リ)大規肌なn修苦i復Eがj認i誕t、めらjハLる ('1リ，
戸主濠撃3臼3号耳撫模z跡亦 ?然?育令然!?R:1sか胤tが開製のため削‘|ドfさj札Lて

3必五』り)人、 :窯繁全lμ主はイ不ミH町明I月iてで，あるが、4.4 m泣か残イ止

していた.焚円IllIi比較的広〈約1.2mで、燃

焼部にかけて徐々にすはまり、焼成主11にかかる

部分が忠-む伏<O.75mであった。床耐傾斜{立、

焚uから燃焼却iにかけて概ね水平に近〈、 JtX:k:冬

勾配約22-24J~で烹J;Jl.に苓.る(万Ù.:2L ) 0 *~~A; 

の下者11に/-iilt.39IJ'窯跡及び戸i1~43号2足跡が~n;認

されているが、オミ調査のため割愛する。

戸津42号線跡 ~全長は4.22m で、炎11 より

2.4 mの地点;でu大1II1.27mを計る。床面Ij:災
uより16J主の勾配で下降し、焚nより 1.6mの

地点から約55皮で反転上会1・し窯))l.に亙る。焼成

町11にはぷ汁-が良好に遺作していた。銀民はわずかに欠如しているようて"あるが、 JJU?Hfl.よ

り約1.85m焚μ;必りで，!可さ68c1llて'あった。焚nから燃焼却にかけて数肢の修復が認められ

た(第 6 図)。以 上てすf(忠 ~ff:1.i跡の記述を終えるが、伏少な地域に須忠告等生産と上白11;総乍

I~{が戸JII寺にhーなわれていたことは、‘".安期における実業法:に多くの問題を提示している。

-11ー



18.戸津29号黛跡全景 20.戸海31号線E事会跡

19.戸津30号線2募金景 21.戸海33-1i号線跡全景

-12 
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第 6図

1.天井 2.j町掲色粘~土 3貧褐色枯質土(検二七を含む】 4.&g(茶褐色宇占n土
5.茶筒色事古賀土 {焼土を含む) 6.灰白色砂n土 7.泉色砂r'i土
8.茶褐色紗'l'i土 (縫土を含む) 9 ~早.縞色砂償給上 10.俊策色給質土
11.1町偽色砂質土 12武白色粕質土 13.'¥県灰色土

戸津42号窯跡実測図





2 .遺物

A 地区及びB地区で検出した造物は、 土師総及び須恵器であるが、各祭跡の出土造物の

構成については、5JIJ表 (表 1.土例i若草祭跡出土土保昔ih種別分類表、表2.須恵、器禁跡出土

土器器種別分類表)に示したとおりである。保種の分額名称については、次のような細分

を試みた。

口縁部が逆 r< J の字~)(を呈し 、糸切り平成のものを諜A類とし、長胴ま更を~B鎖とし

た。 型~A頼については成形 ・ 調繁技法苦手においてほとんど差異が認められないため、法量

の差により口径1l.3cm、底径7cm、総高10.2cm前後の襲類を襲A1類とし、口径16.4cm、

底径8.8cm、器高16cm前後の饗を襲AII類と してグルーピイングした。

皿鰐iIま尚台の有無により、高台を有するlIllA類と高台をもたない皿B類に分類したが、

表ぎの皿C類はl底部箆切りの盤を小形にした形状をもつものを一括した。 域類について

も皿類と同様に域A類、域B類に分類した。輩類については銅:をもっ蓋A類と、銃のない

議B類に区分した。次下、窯跡毎に山土土器の概略を記述する。

戸津15号窯跡出土土器 出土した遺物のすべてが土師器であリ、総j杉全体を窺えるもの

は僅かであった。祭休内より肌8類、 I宛B類、襲A . B類及び1肉類が山土 している。

前mにおいて本然ーが土師器祭跡のなかで唯一の俊道を有する窯であり、それ自体祭休の可
能性をもつものと考えたが、煙道内平:j'A.雨の;機能や灰附の形成状態もこの証左となろう 。

なお焼道内与|正徳副及び周辺のピットよ り襲A類が出土している (第7図-9、与真22)。

戸津16号窯跡出土土器 15号窯跡出土土総とほとんど同一であり、わずかにま宛A類が新

表 1 土師器窯跡出土土器器種別分類表

|選 Jl1lA 皿Bj宛Aj宛8質AI~AJI 幾 B 1偽 羽釜 土鋒

15 02 。。。。。
16 。o~ 。企。一。。 。... 
17 一。O~ 0・。。。。 一

4‘ 
18 。 O~ ... 。。。。。 。
19 O~ 。一。
20 。一 O~ 。。 。。

4‘ 
21 一 一
22 o~ o~ 

4‘ 02 
。 。0 ... 。

23・I 一 。。。 。。 一
23-11 。 。。。一。。
26 。一0・。企。 。企0 ... 。... 
27 。 o~ 企o. 。企一。企。

4‘ 
32 一
40 O~ 0，‘ OE 0 ... 一。企 。
41 OE 0 ... 。‘。。一 一.1勾然、 At色彩

-17-

腔

一。
。
一

一

ー

一

たに加わっている。土附器

窯跡出土土器は、各窯跡で

ほとんど差が認められない

ので、総額構成については

表 1を参照していただきた

し、。

A地区第 1号溝状遺構出

土土器 皿A類は口径14.6

cm、!氏径7cm、総雨4.1cm 

の比較的高い高台をもっタ

イプ(第7図-6)と口径

14.4cm、!長後7.6cm、ifit高

3.2cmで浅いタイプ (第7

凶ー7)がある。前者は内

照亦彩土君主である。sIlB鎖

は口径12cm、民径5.8cm、
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第 7図 A地区出土土緑実測図
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22 

22. A地区出土i貨物

総高 2，5cm前後の法i訟をもち、 n縁が心持ち内湾するもの(第 7図一 1.3) と成部から

直線的に口縁に至るタイプ(第 7IZJ - 2) とがある 。 両者ともに成形 ・ 調主主技法に差~が

認められず、底部外縁に成形を加えない点も共通している。崎知では、器形全体を窺える

ものはj宛8類(第 7図-4. 5)に|彼られ、地A類はすべて細川・であった。他に袈B矧及

び刷 ・羽釜が出土している(第7悶一10-]5) 0 11は長HI.J裂である。口径20.7cm、制音IS故

人:rIl 22cm でU縁の!例えが~~A . B類に共通する 。 ]4は円佳35.5cmで口鯨Jf3状が~~矧に共通

する 。 |古l様の形状をもっ~jt，1t!.器材が戸Ht.42サ窯跡灰府より山土している。

A地区第4号湾状遺構 戸市18号窯跡、下音ISで検出した講でレあるが、 例}~:1*とよ師総がi昆

存していた。須恵総では口径28cmでN<状にj!!い胸部をもっ裂のほか、ぷt八知(18)、杯、

J宛A鎖(23)、皿C矧 (19)、長顕瓶、広口査のほか、上自Ili様JIILA類 (20) 及び地B類

( 21、22)に共通するものがある。よ師号までは肌A.B主ti、I宛A.B額、捜A1 . B業員が

IHJ'，している(写真6) 。 よ~llj緑樹A類は ill設の差呉によ 1 ) 、 1 1 慌15.6cm前後のグループ

をI頬、口径20，5cmのグループをII矧として細分知できる。II矧とした刷はすべてが内而

黒色、外rrtIが亦彩処珂されている (写真29)。他にば皿(第7図-16、17)が出土している。

戸津24号窯跡出土土器 例忠総捺A、師、台付郎及び窯体内j誌や:特J誌に後 1)込められた

襲破片が1'"土している。量生f.A (26)は口径16.8cm、日さ 2.4cmで口織が丑下する形状をもっ

ている。台付郎 (27)は口径15.5cm、阪係10.7cm、総18i4cIIlて"ややH凹草に仕上げられている。

訴 (28)は口径13.8cm、成係9.6cm、線高 3.2cm。昔話i均は厚〈、腹部よリ直線的にU織に

-}9-



4ミる形状を註する。これらはこッ栄一貫山 2号言葉紛:出十七総 (小村『てγ袋一J'lllli良!と総;r.!Jl:

~単調イ電機械J 1971) に共通しており、 8世紀後、1':，奈良時代後期に比定て，.;;:ょう.

戸津25号線跡出土土器 出土総数i立概して少量で弘あり、器極も~A'B知、他A顕のほ

かぶ工f瓶、鉢が出土しているだけである。 39・40は底部よりやや吟曲して円結51;に孟る形

状をイiし、外展する低い荷台をもっている、音寺17-はややl手〈、 f本部外l自iに水投さによる門

1"1を?とどめている。/qlt 9サ祭跡出士士総 (持;下 r，-;涼9号;侠跡J1980 よりやや後lれするも

のと巧-えられ、 ]0世紀中頃の所売と与ーえたい。

戸津28号棟続出土土器 ?~極構成や出上上器の形態も戸沖24 ~J-然跡 1 1\ ' 1'， r，総と大法がな

く、熊構築if'代も 811t紀後半に充てたい(写真23)。

戸津29号線跡出土土器 上不、肌C矧及び双耳瓶が/JJi-_ しているが、いずれも細}~であリ

全体の総形を税えなし、。 9IU;紀中頃の所産とみーえたい。

戸津30号線跡出土土録 師、 illlB煩、長A類及び広円者が:1'， J-，している。郎{よしl任12，4

crn、!定作7，2Crn、lIiir:':j 3 .4 cm前後のものが一般的である。IIILC矧としたむのはnl奈川_3crn

民向12cm、日告尚1.8cm前後の法量をもつものである。戸i-lt29りJ史跡:にifrい年代を5・えるこ

とが可能であろう。

戸津31号線跡出土土器 設も造物の豊富な窯跡である 。 烹床より H1上した~((必.3itには師、

韮A~i 、 lllLA ・ 8 類、広門蛮などが出十ーしており、窯体内覆よより HIょした 5見守:総には台

f.P不、ど:i:B~良、DnA'B矧、埼A ・ 8類、高杯、以11'瓶、 1<:独瓶、 i忠干IJ形瓶、瓶チ、水煙

及び:li紛がfHょしている。

:寝床より出ょした偵Jb.昔if 祁{ま口径13cm、!ま径7_8 cm 、 ~ifr:::j 3，3 cm前後の法;A-をポすもの

が多〈、そのうち大'I~はほ者I~より立線的に U縁に事.る形状を有する 。 l.i_ A 奴rin 径12 .4cm

総r:'，S3 ('Isを計リ、 11材部内而に箆削 1)による沈線をもち、小さなt味鋭を有する。肌Ani

でu径15.2cm、限内8cm、器町3，5cmを計るものが法世では最も 大 きb、。 1111C瓶は 11径

14，3cm、J夜開11.6cm、十11何百 2cmで、底部外線ーがJL(仕上げられている。l収日11はj宅切りであ

る(')/J'.f25)。

主総内縦士より11¥i.:したね1忠.緑 台付I不はほぼI白:立する尚子;から丸l沫をもって U紙日11に不.

り、円鯨2出て"í!~:か{ニ外反する形状を呈する。 u佳]7.2cm、成後 8 crn 、 ~~'~'I'j 7.2 cmを31-る。

ェニ:::--
23 

-20一
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23.戸津28号線蹴出土i貨物

24.戸海31号線続出土iI物

25.戸津31-i号線跡床面出土遺物

24 

25 



長 B~JiI立法;止の迎いによりさらに分額できる 。 すなわち口径15.4州、~í::日 2.1cm前後の

グループと小形て，(( 筏13cm、総高 1.4cmのグループとがある。戸ilt31号-烹々床出ょの並A

販と謝銭校法&び形態ともに共通している 。 血A類は口佳14cm、成r~8cm、総~~6 2.8cm前

後の法i誌をもつものか多いが、~床出土の同類品よ 1) も退化的な掠相が税える 。

1宛AMiI立川径16.5rm、j長任7cm、器高 5.1cmを計る。底部に糸切り泌をとどめ、尚れの

貼リイ寸け後の，J司TFが秘維であり、内外面ともに水挽さによる凹i刊を践している。1宛8町iは

口径13cm、1it径6cm 、~尚 4.1cmで、焼成及び調務はj宛 A ~t{より良好で、ある (写n25 )，

向j{-(44) I j:口保19.2cm、底佳11.1cl目、器高 9.2cmで、身glS(ま外Jiに級<1111泌する。脚

gjSも綬〈外展し、先端を)1..<仕上げている。胎土に多くの/i'少;止を含み焼成ややあまい。

双.LrJ臥 (48)はil径17.3c01、成径11.8cm、終日34.3c01て¥川市ISは九〈イ1:ト.げられている

が、 U柑から ~((i古IS 、 s(nmsから阿部と直線的に成形されており、政古IS外紙をj屯削りしている

ほか、 JII，I~ISにタタキ艇をとどめ杵i霊的に使用されていた 2-3 粂のi光線はま っ たく消失し

ている。llti1'.に砂利を多〈含み、焼成やや不良で賞(1色を呈する。

i忠利JIf3似 rは円締怖が欠如しているため全体を潟えないが、茸i部から li~f'if¥にかけて球状

に近い形状に仕上げており、 HI.J部に 3条の沈線を施している。焼成良好でHト11m政大rl111.1

師、ほ径 7.1cm(写u:24)。紙 rlま他に鎖品をみないものである。u任 5.2("m、刷出li伝大
I!1l7rm、民向11.5cm、器高17cm。

水慨は~1純住でほぼ完全に近いものが出上している(写 J't26 ) 他に数枚の羽t良部が出

ょしておリ、政数例休が裂品化されている。出土した水慨は4枚;j;j十U1f，"に脱するもので、

出さ69.7rm、全11150.5cmで、先端に直径1cmのヲしが穿かれている。心事tを受ける孔のド部

内係20rm、 1'.部内保12c01、深さ47.2cmで、高さ53.5cm、厚さ 3.9("01の羽叫に10ケ所の透し

孔を穿ち、 umに3-1正の突起を付して火煙を表税している ("f l'i.27)。
1く愉l主総数711崎体が/J¥i二した。紋大径の玄輸は下宮ISイL径63.4c01、 1'" i'fjSイし径20.6rm、市さ

10.5cm、印さ 2.2rm。日誌IS全面にタタキ痕をとどめているほか全体に入念に日刷物が行なわ

れている("j:必29)。小さな京総li下部孔佳30.5cm、上部孔径15.5側、同さ 5.1("m、以さ

1.lr01o Ufiょにやや砂利:を多〈含み、岡部に入念な箆I'iリりを施している。jばl:iill主怖と忠、

-22ー

われるものがある。 7.3('01の*.i;・4H:から

小心に向って絞〈、i:.1-. 1)、結'ii?に筏1

Co1の小孔を?っている。~:;:形全体を政

えないが、下部径約37.6cm、J'.部後16

cm、綜(.:i20.7rmて'ある(ワ点28).。 以

トの'~鎗にみられる紘~:17の小孔は風鍔

を/(~るすためのものと行f， ð~J している 。

他に全長18.3cm、1115州、 T'/.み O.8cm

の箆~k陶板 ( "H.c30 ) が 4 校山オてして
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相輪

一一一宝珠

一一竜率

一一水煙

一一九輪

(宝輪)

第 8図相輪様式図

26.水煙出土状態

27.水煙

28.最上部宝繍

29.玄翁

30.受花
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いる。先端は丸〈、下端に 11I2.3cm前後の突僚をも っており、全体に緩〈弧を揃いている。

相愉にふくまれる受花と与えている。

戸津33号窯跡出土土器 :然体内より出土した遺物の総純桃成はj不、 UIlA.B類、持~A ・

B~i、双耳.瓶及び瓦である 。

J不(37)は口径12.8em、ほ径 7.8cm、器I弱3Cm。焼成良好であるが、焼き7在みのためU

特別iの外傾が強くなっている。入念な調盤痕をとどめているo UIl A~氏lま入念な調較が泌さ

れているが、焼成不良。 ul予d3.6cm、政後 6.9cm、2総2払g:f~尚:

C仰m、底径12cm、総高 2.1cmo 服部外縁を丸〈仕 tげており、焼成良好。 J宛A頬1;1法皇の違

いにより 2分鎖できる。いずれも水娩き時の強い挽き山しによる凹凸を残しており、肥厚

したたi台を有している。 34は11径16cm、!夜任6.8Cm、総t:i6.1 cm、35'ま口径13.3cm、応筏7.2

側、総高 4 . 5cmでレある 。 j宛 B~nは i凶休毎に調柊技法にわずかながら差然.が認められる 。

:~6';1 u 怪13.8cm、j定径 6.4cm、般向 4.3cmで、昔it両全体を入念に償撫でしているが、民郊

外特が未成形である。ニれに刈し底部外縁及び外周に箆I'JI)りをb'&すものがある。

反lf瓶i立器形全体を寝えるものがないが、総形の大きさはさまざまである。訟も大きな

双可瓶は口径J6.8cmて¥胴部品・大rtl約23.7cmを計ることができる。頚部から胴部にかけて

数条のIt線をめぐらしている。耳部に 3イしを穿っている。ヌi床より焼土した索道具.は、馬

11¥ Jf~銚合と陶型焼れがあり、 ~"j 白ーが併用されていた。 10世紀前半の所産と考えたい 。

表 2 須恵器窯跡出土土器器種別分類表

ドミ j千; 台付l~li.A 長 8IHlA IIllB UJlC H1!A j宛BWW. 広n;q長級紙小遜 3建 高j手鉢 Ji iぬ

24 。。。一 一 。 一
25 。一 。。。ー 一 ー 。 。一
28 。。。 一 一 一 一 一 一。 一
29 。 。一 。。 一。 。 一
30 。 。一 一。。 。 一 ー
31 。。。。。。。。。。。。。 。。ー 一
33 。 。。。。。。一 。一
34 イ4 uミ ，羽 夜) I悶

35 イ〈 {未 調 ff.) H月

36 。。 。。。 。一。。。 ー 一
37 イミ ( ~ ，制 ff.) H月

38 l' (ぷ ，3M 1t) l別

39 。。。。。。。。。 。。。
42 一 一 一 一。ー 。。 。ー 一 一 一。
43 イミ (米 Jヰ 1t) 日月

44 不 (未 z湖 伐) l羽
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31.戸津39号索隊出土小重量
32.戸空軍39号窯続出土遺物

-26 -
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戸津39号窯~出土土器 窯床より郎、肌A ・8類、椀A ・8娘、議A類、長鎖瓶、蛍が

111ょしている(写真31、32)。

j不は多市:に砂粧を含んだ胎土で、焼成不良のものが多い。LI紘端がJL<肥厚につくられ
ており、口線外向.では外反するが、内而はや 、内;寺ぎみになっている。口径13.2cm、底径

7.9cm、器問 2.8cmfiii後の法益をもつものが一般的である。皿紛は形状の泣いにより 2分

類できる。llllA類は外反する高れを有し、目線・it;Itiでbさらに外へi剖〈形状をもっている。焼

成良好なものが多〈、全体に入念に仕上げられている。口径13.3cm、!止径7cm、総高 2.9

cmo lllL S類としたものは、 U係14cm、底径10.9cm、総出 1.9cmで、 U紘の外傾度が緩いタ

イプが多い。1宛類は台イサ'j宛と無台の椀に分類できる。前者を地A矧、後者をj宛B類とする。

J宛A~Jiは底官ISの小破片が l 点:H土しているだけで、 6N::1f~全体を窺えない。 !長径 6.4cln 。 椀

B類は比較的小さな成部より弧を描いて緩〈立上る器形で、 J夜宮[)外縁を入念にへラヶズリ

している。良部に r/Jを施している。U径12.9cm、民筏6cm、総出 4.2cm。談A矧がlli.

出土しているが、薬事;のi\~と思われる 。 平坦な天汁:~rsから丸< 11=1部を]形成し、 n;縁部は内

flllJに傾斜している。天井苦[1外由.は箆削りにより成形し、内外出ともに入念に謝較している。

口径14.6cm、肩苦I¥h走大巾]5.2cm、総司 7.8cm(:Ji珠鎚l頁を含む)。

長淵瓶は 2点出土している。外傾した高れを有し、球状に近い胴部をもっ。瀕部は緩〈

外反している。頭部iこ2条、ij[il古1¥に2条のj光線をもっ。全休に入念に剖燃が地さtlており、

さらに胴部下半に入念な箆削りを施している。口径10.8<'111、U[oJ部故大11114.8cm、成当8.4cm、

6;;:正.S22.4cmを計る。

，d誌は大小合せて10点出土している(写兵31)。 形状は}火杭IJ陶然の手H瓶を素J彩としてい

るものと考えられ、すぺてが法量及び形状に多少なりの差違がある。成音1¥に糸切り依をと

どめるものが7点あり 、他は糸-I;IJり痕を完全に消去している。

議体内滋i土の :~\上よ器には杯、 mlA . S鎖、 j宛B娘、.長smがある。
J不はU筏13.1cm、底後 8.1cIII、器高 2.8cmで、7，#1:本が緩〈カ:上るものが多い。JI台十.に砂

粒を多〈含むが、焼成は概ね良好である。 111LA 1!f[はi白台に大小の芳;兵があるが、形状&び

調格技法は共通している 。 Ll í歪13.4cm、政経 6.4cm、総高:~. 3cIIIのil~)，-kを11'するものが多

い。即I.B類iまU径14.4c01、成後11.7cm、線高 1.9crnの浅い形状をもっ。U紘才能をさらに部

〈仕上げるものが多い。J沌B矧Ll:U径13.3cm、底径 5.9crn、総高 4.1crn。内外rfiiともに入

念に調桜が施されているほか、底部外織をへラケズリにより成形している。蓋s，立法ld;の
差異により 2 的知に分類できる 。 口径16.2crn 、総尚 1.8cIIIの大きい~~は n f-壬に比して 6ð: ï~j

がffi;いので府平な!必じを受ける。天井・部外聞に r/Jのへラ記号・をもっ。大小の葦ともに

調終は[;;1縦であり、焼成も良好である。

戸i窓口号窯跡出土土器 :Hニl二品は少誌であり、 j沌A ・sJti'(、 I肉類があるが、土師総llllA

類、地 B~i も:Il土している 。

47はU係13cm、底径 6.6cm、総高 3.4cm、黒色み彩-1:.?'d:である。他に土sifi~~:l宛 8 主tÎが;特
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床から出土しているが、これらについては検討課題と

して考察を後日に譲ることとしたい。

椀A.B類はすべて半完形品であり、半焼成のため

武向色の脆弱なものが多い。椀AIま肥厚で低い荷台を

イミーするものと外展し高い高台をもつものとに区別でき

るが、後者は半焼自主であり 、上師総との関係において

今後よく検討しなければならないと思っている。1宛B

lま成形が矧雑であり、苦詩情の凹凸が激しい。なかには

33 

U縁端が内1ftljへ返るものもある。塙はロ縁部の小敏片であるが、ロt条約36.6cmと復元でき

る。土師器塙51と口縁形状が類似している。

瓦類 瓦は軒平Ji、平瓦が:J'，土しているが、軒丸瓦、丸瓦は6確認されなかった。写真34

は上弦長28cm、下弦長26.2cm、弦深3cm、中央厚 5.5cmを計iWJし、界線で区画された外区

に28頼の球文がめぐり、飛雲状の中央飾りから派出する細降線で表現される変形唐草文が

内区一部に銅延する。一方、写真35は上弦長28cm、下弦長26cm、弦深5cm、中央厚 6.5cm

(いずれも復足値)を計り、 27頼の珠文と変形唐草文が入り乱れて表現されている e 内外

灰を分ける界線は弦端にかろっじて残存しているが、細降車Jilで表現された変形密主主文の1m:

胞さは1.I:c::Hlしている。戸津33号楽跡出土1汗平1Lも上記瓦と問機のものである。

平瓦は弦幅上下共24.3cm、弦深 3.4cm、厚さ 2cm、111リ・前長24cmを計測する破片(写点36)

と弦幅上下共13cm、弦深 0.6cm、厚さ 1.lcm、側而長38cmを計る拠サ瓦(:写兵37)がある。

写真36は両副ともに布目圧痕をのこし、凸面では端苦1)より 15cm程の位置から小形の調態共

ないし桁頭によるナデ、箆状具によるケズリによってのjtlJモ痕を消去している。五真37は

l町耐に長輸にそって撚りの~j~ い縄目タタキを施し、指頭によるナデ、箆状共によるケズリ

によってタタキ自を部分的に消去している。凹前は全体に布目l王痕を残しているが、両端

に長納にそって箆ケズリされており、粘土継ぎ同を指ナデした痕跡が残っている。ともに

一枚造りの裂品であるが、fHlJ耐の仕上げは鋭〈切断した個体が多い。今回の調査では、車l'

九瓦が検出されなかったが、かつて部分発娠が行なわれた時に出土した事「丸瓦について記

載する。写真33にポした複介問薬i主権文軒丸瓦は、面後15.3cm(復疋{向)、瓦当!平約 2.3

cmを計測する。径 3.4cmの中房に 1+ 4の趨予を配し、内区は中心隔線のない被弁と横形

の弁聞を交苛.に配し、界線により区切られた外区に珠文20願がめぐる意lぜ梢成である。l付

而が破僻していて一本造りかどうか明らかでないが、 Ji当につづく筒脅1)の調悠は入念で、

長紬にそってI陥2-3cmの箆状具による削りが加えられ絞をつく っている。この後弁四葉

i監禁文軒丸瓦はfIIjの変形l書阜大;中f平瓦や平瓦とセットをなすものと考えられ、戸津33号楽

跡出止の土器が共伴していることを宅ー慮すれば10世紀代前半の実年代を与えることができ

ょう。以上で主な山土土器について記載したが、出土i:昔誌の誌は彪大であって、すべての

出土土器について目を通すまでには主っていないこ とを迫記しておきたい。
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33.複弁四葉蓬軍事文軒丸友

36 34.変形唐草文軒平瓦
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35.変形唐草文軒平瓦

36.平瓦

31.平瓦(喫斗瓦)
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W あ と カず 占L
c' 

以上戸津古察跡群A池尻l立びB地区調査によって検111されたj立構、遺物について記述し

たが、出十.造物に|拠ってみてもその出土母は彪大であリ、 |づ〉な検討をなし得た釈ではな

く、重要な成果とともに今後に叫された諜題む決して少なくなL、。これらを終理ーすると、

まず第一に、十.師総窯跡の検/1'，である。確認された士削?i:::宮跡、ti形状や規模にかなりの政

nが認められるものの概ね奥行、 11Iともに 2m前後のt:'(円も しくは附丸方形状の・l湘iプラ

ンを旦し、言宗.床も水平もしくは 91支前後であって'f;慢にA必ずる。烹墜{立斜耐ド)iがl泊nし

徐々 に向さを地して奥J).tて・50cm以k、701文前後で¥i:1-， る /.1:など~;mしている 。 焼成時の人

)1:については航続的に存1'1:をぶす資料となりf!?るものは雌，iZされず、天井が構築されなか

ったものと月.解したほうが妥当であろう。

部二に、須忠総生PITと士山li出生産が狭・少な地域て'-1.1J時に行なわれたことである。)i ilt I汀

:繁跡鮮の鮫雌期は ~f-{恋器やliの制年から推:祭して 9 [11:*己よリ ]0也-紀に盃る時期て前 1)、こ

れとI"J時に丘陵裾におL、て土師総生産も行なわれていたことが、 ~fi恵、器と土師器に J~;mし

た形態をもっ境 ・皿実質及び繋C矧の存在からも窺える。ょのよとは須恵器[人と i'.釧j慌て

人との同化がすでにi並行している結米と解することができょうが、 7f附康暢氏がし、われる

r 7r.(i~li形態に限定されていた十日時j?~が供膳形態の主体を I li めるという上告まや.庄の転換JUIJ

を脱出する前段!併をぷl愛するものなのか、須忠総とI'，f:rli総のて人集団相互の1'tり}Jが今後

|問題となろう。次に九'(.. ~(a~やよ師ititにみられるは170ーな糸切り校法の発達と!火:f)h陶生産の~j(~

特との相関関係を第二三の問題としたL、。すなわち、11.安時代に.f;V乙焔焼成の脱却からや.みだ

された灰紬陶の4主席技術が耐火J~の低L、陶土しかもたない当地の~J'(必:器工人に受け入れら

れた結果、須忠告号無の宥しい桃造の変化と地 '1IIl鋲や千f・1・駄をぷl杉とする瓶鎖、 lfUllの出

限を 1足 したものと考えた L 、 。 糸切り技法の始if~iについては 9 世-紀代を遡り得ないとするは

解があるが、灰漁h陶のお科と糸切り技法の問題については今後のぷ題としたい。

38 

次に gpj四としては、制Jι 日品中ρ1~終点に関する 1m泌があ

る。 北陸の~n!J.o: r.~ I F.I)ri終，l:.í J則のf:~):1.:;となっていゐ) i ilt 

4 号2足跡は、その制拠となる ~fi忠告器の総係構成につい

て後数のご足跡版Iflの ~ft!it. ~詰がi\l: J刊されているため、次

凶の調貨をま って内与する必要がある。

調査の結束-から得たl問題点のいくつかを列記したか、

さらに須J窓際烹跡の変造に関する問題や、|ι安与ー院への

供給説;{としての 1(/1':.1れの問凶~.とe もある。 b、ずれも必

然によるものであり、 .1下車III~: 杉~~:tは後 H に J発ることと

して、本ZJLの記述について光学J哲氏の厳しいご「ヒ止を

まちたい。
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V 発据調査日誌抄

第 1次開査(昭和56年度)

4 11241:1 機本法び下t;;:のメ1Iり取りを行なう。

4月251:J 1 ~予 ト レンチから設定順に掘り下

げを開始する。

5 } 114日 231j-トレンチ迄の全長 406.7mの

J腕り下げを完 fする。

M2次調査(昭和56年度) 7月27日

5月23n 焼よの胤i認された13号トレンチを 7月31円

小心に一辺が10mねの万形グI}ッ 8月41:1 

ドを設定しJ凪り下げる。 ( 1区)

5刈26t1 171j・卜レンチで確認された焼土を 8月6日

中心に 4X7mのグリ ッドを設定

し1<よを取り除いたが、遺構及び 8月71:1 

Pi lli検出されなかった。(11区) 8月10日

5月271:1 1 -4り・トレンチで確認された俊

上、j米帽を中心に1l.5X7 mのグ

リッ ドを設定し掘り下げる。(111区)8月31日

6 }j 221:1 1 I丘で舷必された13号祭及び14号

う慢の帰りドげを行なう。又これに

航行して 1lI 1~の写 !'r搬彩及び実測

を行なう。

7灯11B 先制作業を終 fする。

第 3次開査(昭和57年度)

5月611 

5 JI 10 U 

5月28円

7月51:1 

7 JJ 6 n 

7 }J 12 U 

7月14n 

7 R20n 

下 11，.(刈りl以りを行なう。

機械で排i:&ぴ本般を|徐主ーする

23-25.28号窯の然体を煽1)下げる。

26. 27~;・窯の然体を細リ下げる 。

28号烹北側斜耐の烹体確認作業を

行なう

291;・2認の窯体を織り下げる。

30-33号:慢を縫認し、 33号祭の祭

休め制り下げから行なう。

32号烹のう容体をJ届1)下げる。

9H2日

9け71:1 

9月23日

9月241:1

9月30日

-33ー

治の‘1<縦実illllを開始する。

31号;然の然休をJ属。)ドげる。

33 1J然~tlll1J糾而の然体僻認作業

を行なう。

新たに 5)~のmw&び傾i立を検

出する。 (34-38ち・然)

301;'殺の窯体を掘り下げる。

31号:慢のう祭休を偏1)ドげる。

覆よ中より陶製水緒、寸:鎗を検

出する。

33サ3誌に重複している烹体を硫

認し、J.i体を帰りドげる。

(39ザ潟)

280・然 I+Jll!Ij;í\:~lmに新たに魚体を

1i1l認し、窯体を羽a1りドげる。

(42り・然)

出111大学教校広|刈公夫氏他3名

による々.Ii地磁気iWJ定のための

資料採決が行なわれる。(-8日)

，fj 111々 山学研究会によるjfi跡見

学が行なわれる。

39り・2誌のドにさらに焚口部分の

天井が確認される (43号禦)。

今年度の発婦作業を終了し、再提

体の補強作業を行なう。

(久生)

39.戸海4号線跡灰原出土徳利形瓶

39. A地区発錦繍査風景
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